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　新潟市内には、99の地域コミュニティ協議会があります。
暮らしやすい地域や、安心・安全な地域づくりのために、
住んでいる地域の活動にぜひ参加してみませんか。興味
のある団体がある区役所に、気軽に問い合わせてください。
※活動内容など詳しくは新潟市ホームページに掲載

―
―
自
治
会
・
町
内
会
や
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
協
議
会
な
ど
が
行
う「
地
域
活
動
」

と
は
、
ど
ん
な
活
動
な
の
で
す
か
？

山
賀
さ
ん　
地
域
活
動
は
、
自
分
た
ち
の
力

で
自
分
た
ち
の
地
域
を
住
み
や
す
く
し
た

り
、
支
え
た
り
す
る
活
動
で
す
。「
暮
ら
し

に
関
係
す
る
公
的
な
こ
と
＝
行
政
が
す
る

こ
と
」と
、
つ
い
考
え
て
し
ま
い
が
ち
で

す
が
、
住
民
が
自
分
た
ち
で
考
え
て
活
動

す
る
こ
と
で
効
果
が
高
ま
る
取
り
組
み
も

多
く
あ
り
ま
す
。

―
―
ど
ん
な
団
体
が
地
域
活
動
を
行
っ
て

い
る
の
で
す
か
？

山
賀
さ
ん　
自
治
会・町
内
会
、地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
協
議
会
の
ほ
か
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
団
体
が
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
地
縁
に
関
係
な
く
、
防
災
や
福
祉

な
ど
分
野
ご
と
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
や
市
民
団

体
が
地
域
活
動
に
携
わ
る
ケ
ー
ス
も
多
く

あ
り
ま
す
。

―
―
地
域
活
動
に
は
ど
ん
な
分
野
の
活
動

が
あ
る
の
で
す
か
？

山
賀
さ
ん　
防
災
・
防
犯
や
福
祉
、
環
境
美

化
・
交
通
安
全
・
教
育
な
ど
の
活
動
が
あ

り
ま
す
。

阿
部
さ
ん　

私
た
ち
の
自
治
会
も
さ
ま
ざ

ま
な
活
動
を
し
て
い
ま
す
が
、
大
ま
か
に

は
、
イ
ベ
ン
ト
的
な
活
動
と
日
常
的
な
活

動
の
２
種
類
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
と

思
い
ま
す
。

　
　
イ
ベ
ン
ト
的
な
活
動
で
は
、
夏
祭
り
や

町
内
一
斉
清
掃
な
ど
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
日
常
的
な
活
動
に
は
、
道
路
・
公
園

の
ご
み
拾
い
や
草
刈
り
、
ご
み
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
の
管
理
、
夜
間
の
防
犯
パ
ト
ロ
ー

ル
、
冬
場
の
除
雪
な
ど
の
取
り
組
み
が
あ

地域課題を整理して、解決に向けた取り組みを考える
　角田地区には地域ぐるみで子育てを行う良い環境がありながらも、人口
減少や高齢化などによって、高齢者の生活支援、子どもの遊び場や大人の
集まる場所の確保、移住してくる人へのサポートなど、いくつかの課題が
ありました。そこで、「多世代が集まり、地域の課題を共有・解決できる
場をつくろう」と思い、「みんなの居場所づくり」に取り組み始めました。

取り組みの問題点を解消しながら、より良い方法を見つける
　居場所づくりを考え始めた時に、昔は地域の海水浴
場にある浜茶屋がみんなの集まる場になっていたこと
を思い返しました。かつての浜茶屋のように、多世代
が交流できる場を地域につくろうというアイデアが出
てきた一方で、「どうやったら続けていけるか」「固定
の居場所をつくっても、家が遠い人は行きづらいので
はないか」などの悩みも出てきました。悩みを解消す
るために見いだした方法が、「キッチンカーを活用し
た移動式の居場所づくり」でした。

り
ま
す
。
意
外
に
思
わ
れ
る
こ
と
が
多
い

で
す
が
、
防
犯
灯
の
設
置
や
維
持
管
理
も

自
治
会
で
行
っ
て
い
る
こ
と
の
１
つ
で
す
。

山
賀
さ
ん　

避
難
訓
練
な
ど
の
防
災
活
動

は
、
複
数
の
自
治
会
や
団
体
で
行
っ
た
ほ

う
が
効
果
的
と
の
考
え
か
ら
、
自
治
会
よ

り
も
広
域
な
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

で
実
施
す
る
所
も
多
い
で
す
。

―
―
全
国
的
な
傾
向
で
、
新
潟
市
も
自
治

会
加
入
率
が
年
々
減
少
し
て
し
ま
っ
て

い
る
よ
う
で
す
ね
。

山
賀
さ
ん　

加
入
し
な
い
理
由
と
し
て
は

「
活
動
に
関
わ
る
時
間
が
な
い
」「
人
間
関

係
が
煩
わ
し
い
」「
加
入
す
る
メ
リ
ッ
ト
が

感
じ
ら
れ
な
い
」な
ど
の
声
を
聞
く
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど

を
通
じ
て
地
域
の
顔
見
知
り
を
増
や
す
こ

と
で
災
害
な
ど
の「
い
ざ
と
い
う
と
き
」の

助
け
合
い
に
役
立
て
た
り
、
草
刈
り
な
ど

日
頃
か
ら
き
れ
い
な
ま
ち
を
保
つ
こ
と
で

犯
罪
を
防
い
だ
り
す
る
な
ど
、
多
く
の
地

域
活
動
が
住
民
の
安
心
・
安
全
な
暮
ら
し

に
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
を
知
っ
て
ほ
し

い
で
す
。

阿
部
さ
ん　

私
も「
自
治
会
っ
て
何
を
や
っ

て
い
る
か
分
か
ら
な
い
」と
言
わ
れ
る
状

況
に
つ
い
て
は
、
改
善
が
必
要
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
内
野
西
が
丘
自
治

会
で
は
住
民
に
芝
桜
を
植
え
て
も
ら
う
イ

ベ
ン
ト
な
ど
を
行
っ
て
お
り
、
こ
の
よ
う

な
住
民
参
加
型
の
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て
自

治
会
の
活
動
内
容
を
認
識
し
て
も
ら
う
こ

と
が
と
て
も
重
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
ま
た
、
地
域
活
動
を
行
う
上
で
は
、「
や

ら
な
く
て
は
い
け
な
い
こ
と
」と「
や
り
た

い
こ
と
」を
分
け
て
考
え
る
こ
と
も
大
切

で
す
。特
に
、「
や
り
た
い
こ
と
」は
そ
れ
ぞ

れ
の
地
域
の
年
齢
層
や
土
地
柄
に
よ
っ
て

さ
ま
ざ
ま
だ
と
思
い
ま
す
。
防
犯
灯
の
設

置
な
ど
直
接
的
に
暮
ら
し
を
支
え
る「
や

ら
な
く
て
は
い
け
な
い
こ
と
」を
行
い
な
が

ら
も
、「
や
り
た
い
こ
と
」を
自
分
た
ち
で

住民が集まる機会を増やし、多くの地域課題の解決へ
　キッチンカーを活用する１番のメリットは、みんなが集まれ
る居場所をどこにでもつくれることです。地域のさまざまなイ
ベントにキッチンカーを出店することで、多くの人が集まり交
流する機会をたくさんつくることができます。地域住民が交流
する場が増えれば、困り事に対応できる機会も増え、地域課題
や困り事を解決することができると考えています。
　これまでの取り組みでは、
各種イベントに外部からキッ
チンカーを呼び、協議会のメ
ンバーが手伝いをしながらノ
ウハウを学びました。今後は、
自分たちで食事と交流の場を
つくってみるなど、さらに実
践的な取り組みを進めていき
たいです。

　豊かな自然環境に恵まれているものの、
高齢化や人口減少が加速的に進んでいる同
地域内の間瀬地区。地域の現状を明らかに
するため、中学生以上の全住民にアンケー
トを実施。現状や課題を把握するとともに、
アンケート結果の中で関心の高かった「空き
家・空き地」の問題に取り組むことにしました。
　住民が一体となって取り組めるよう「空
き家マップ」を作成。
これからは、家主
との交渉や、社会
実験などを含めた
具体的な利活用方
法の検討を進めて
いきます。

　西内野地区では、
さまざまな地域活
動が行われ、参加
者も多くにぎわっ
ている一方で、活
動の担い手が高齢
世代に偏っている
課題がありました。課題解決のため、「多
世代が関わり、地域活動を持続させる仕組
みづくり」に取り組むことにしました。
　まずは、情報共有や意思決定などの改善
のため、同協議会内に「運営会議」を設置。
今後は地域住民にアンケートを行い、結果
の見える化や共有、検証を通じて、担い手
の発掘や育成に取り組みます。

　令和７年春に開業予定のJR越後線・上所駅。
みんなが使いたくなる駅を目指し「越後線
一
いち
きれいな駅」をスローガンに、駅を大切

にしていくための取り組みを開始しました。
　建設主体のJR東日本や市・区との継続的
な連携づくりや、地域住民の活動参加促進
に取り組んでいます。また、きれいな駅を
守るための「上所駅サポート隊(仮称)」の結
成に向け、ほかの
駅の事例学習や調
査を実施しました。
今後は、具体的な
計画作りと実験的
な取り組みを行っ
ていきます。

暮らしやすく 安心・安全なまちへ地域コミュニティ協議会の取り組みを紹介
地
域
活
動
に
つ
い
て
詳
し
い

２
人
に
話
を
聞
き
ま
し
た

多世代が集まって課題解決へ みんなの居場所づくり

安心して暮らせる地域へ
空き家・空き地の利活用

地域の組織力向上へ　
持続可能な地域づくり

みんなが使いたくなる駅へ　
新駅を地域で育てる

問い合わせ先 電話番号 問い合わせ先 電話番号

北区役所地域総務課 ☎︎025-387-1165 秋葉区役所地域総務課 ☎︎0250-25-5670

東区役所地域課 ☎︎025-250-2120 南区役所地域総務課 ☎︎025-372-6605

中央区役所地域課 ☎︎025-223-7025 西区役所地域課 ☎︎025-264-7172

江南区役所地域総務課 ☎︎025-382-4624 西蒲区役所地域総務課 ☎︎0256-72-8156

　地域コミュニティ協議会は、小学校または中学校区ごとに、自治会・町内会を中心としたさまざまな団体などで構成される組織です。
市民自治の推進を図るため、市民と市が協働し、地域のまちづくりや課題解決に取り組んでいます。

スマート
フォンは
こちらから

角田地区コミュニティ協議会（西蒲区）

岩室地域コミュニティ協議会（西蒲区） 西内野コミュニティ協議会（西区） 上所校区コミュニティ協議会（中央区）

地域課題の解決へ

同協議会同協議会
宮 由衣宮 由衣さんさん

　新潟市は地域コミュニティ機能が充実し、住民に
よる自治・支え合いの意識が高い都市です。

順位 市町村名 加入率
R5 R4（参考）R3（参考）

１ 浜松市 (静岡県 ) 94.4% 94.5% 95.0%
２ 新潟市 88.2% 88.5% 89.8%
３ 熊本市 (熊本県 ) 85.5% 85.3% 84.9%
10 名古屋市 (愛知県 ) 68.7% 68.7% 69.7%
18 相模原市 (神奈川県 ) 47.0% 48.5% 49.8%
※�指定都市地域振興主管者連絡会議（令和５年）で回答が
あった 18市から抜粋

自治会・町内会の加入率
政令指定都市の中で政令指定都市の中で２２位 !位 !

身 近 な 暮 ら し で 困 る か も
もしも地域団体の活動がなかったら…

防犯灯が
消えている。
暗くて怖いな…

ごみが
散乱している。
汚いな…

子どもが
飛び出してきた！
危ないな…

ご近所さんと
交流できる催し、
ないのかな…

隣近所の
交流の場がない

まちの景観や
衛生環境が悪い

子どもの登下校を
見守る人がいない

安心して夜道を
歩けない

考
え
合
っ
て

実
行
し
て
い
く
こ
と

が
で
き
れ
ば
、
み
ん
な
で

地
域
活
動
を
楽
し
む
こ
と
が

で
き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

―
―
人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
が
進

む
現
代
に
お
け
る
、
地
域
活
動
の
大
切

さ
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

山
賀
さ
ん　
現
代
の
社
会
で
は
、
１
世
帯
当

た
り
の
人
数
の
減
少
や
、
高
齢
者
だ
け
の

世
帯
の
増
加
に
よ
り
、
家
族
だ
け
で
暮
ら

し
を
成
り
立
た
せ
る
こ
と
が
難
し
く
な
っ

て
き
て
い
ま
す
。高
齢
者
や
子
育
て
中
の

人
の
孤
立
化
は
、
皆
さ
ん
も
よ
く
聞
く
問

題
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
人
口

減
少
が
進
む
と
、
暮
ら
し
を
支
え
て
い
る

さ
ま
ざ
ま
な
公
的
サ
ー
ビ
ス
な
ど
が
縮

小
し
て
い
く
可
能
性
も
あ
る
の
で
、
地
域

活
動
は
こ
れ
か
ら
ま
す
ま
す
重
要
に
な
る

と
思
い
ま
す
。

―
―
最
後
に
ひ
と
言
お
願
い
し
ま
す
。

阿
部
さ
ん　
地
域
活
動
に
参
加
し
た
こ
と
が

な
い
人
に
は
、
ぜ
ひ
一
度
活
動
に
参
加
し

て
み
て
ほ
し
い
で
す
。実
際
に「
公
園
の
草

刈
り
に
参
加
し
て
み
た
ら
意
外
に
楽
し

か
っ
た
の
で
次
回
も
参
加
し
た
い
」な
ど

の
声
を
も
ら
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
活
動

を
知
っ
た
り
経
験
し
た
り
す
る
と
新
し
い

発
見
が
あ
る
と
思
う
の
で
、
ま
ず
は
自
分

の
地
域
の
活
動
に
興
味
を

持
っ
て
も
ら
え
る
と

う
れ
し
い
で
す
。

NPO法人まぢラボ
代表理事 山賀 昌

ま さ

子
こ

さん
内野西が丘自治会

会長 阿部 哲也さん

地域活動に参加しませんか？気軽に問い合わせを

地域の力で

▲I
インスタグラム
nstagramで「地域の浜茶屋」というアカウン

トを作り、居場所づくりの取り組みを発信してい
ます。「SNSを利用して、より多くの人に活動を知っ
てもらいたいです」と宮さんは話してくれました。

問い合わせ・申し込みの際は電話番号のかけ間違いがないよう注意してください 広告掲載の申し込みは（株）新潟日報メディアネット（☎025-383-8008）へ、１枠（7.3㎝×12.1㎝）163,000円（税込、制作料別途）。掲載した広告についての問い合わせは各広告主へ
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